
2011年12月14日 横浜家庭裁判所 図で考える人は仕事ができるー図解コミュニケーションのすすめ

固くなっていた公務員
頭脳を刺激いただいた。

講義の中で、腑に落ちるところが多かった。
職員全体を対象の講義もしてほしい。

「私の仕事」を図に表現するのが、あ
まりにも難しいことに驚いた。自分の
仕事に理解が深まり、大変有意義でし
た。何かを得た、そんな心境です。

図解思考が物事を理解する上で大事なこと
が分かった。分からないことがあれば、まず
図解する習慣を身につける（法律問題を図
解して理解するように）必要があると思った。

何かを理解する時は、先
ず頭の中で図解します。

とても新鮮な内容で楽しく聴講することができ
た。「目からうろこ」でした。普段、裁判所で紙
文化の中で仕事をしている身には、箇条書き
がＮＧであることに印象が残る。たしかに、図
解入り書面の方が優れていることは否定でき
ない。研修でいた知識は、「使わなければ宝
の持ち腐れ」であるので、活用していきたい。

自分の仕事の進め方を見直す際や、
関係部署とのコミュニケーションの際
に、この研修は参考になりました。

何事も図解化できるという発想はとても斬新
で、分かりやすいものだった。有効なツールと
して、今後の仕事の中で取り入れていきたい。

少しずつ広げて考えていけば、仕事の関連性を常に考え
られる思考を身につけられるのではないかと思います。


